
子育ち応援のまち山県市

令和６年７月４日

報道関係者各位 山県市

大桑小学校・桜尾小学校

ハンドボールリーグの選手からプレーや魅力を学ぶ
７月１７日（水） ９時２５分～ 大桑小学校

山県市立大桑小学校（校長 杉山 正高）と山県市立桜尾小学校（校長 奥田 宣子）の３

～６年生は、令和６年度岐阜県トップアスリート事業として、ハンドボール JHL リーグ「飛

騨高山ブラックブルズ」の協力により、ハンドボール体験学習を行います。

両校は、one-山県構想にもあるように、互いに連携を図りながら、学習面や社会性の面で

質的向上を目指して取り組みを行っています。

今回は、２校の連携としてスポーツにターゲットをおき、JHL ハンドボールリーグに加入

している「飛騨高山ブラックブルズ」の選手・監督の指導を受け、ハンドボールの魅力を学

びます。スポーツを通してより多くの体験学習を行うことで将来への選択肢が増え、中学校

への期待や希望、さらにその先の夢の実現に向けて可能性を膨らませることをねらいとし

ています。

場 所 山県市立大桑小学校 体育館（岐阜県山県市大桑２３８２番地１）

日 時

７月１７日（水） ９時２５分～１１時２０分

３・４年 ９時２５分～１０時１０分

５・６年 １０時３５分～１１時２０分

講 師 飛騨高山ブラックブルズ 監督１人・選手３人

主な参加者 大桑・桜尾小学校児童（３～６年生）６９人と教職員

活動内容
・ハンドボール体験

・簡易なゲーム

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ】

山県市立大桑小学校 中村 裕美子

Tel：0581-27-2151 Fax：0581-27-3713
Mail：oogasyo@yamagata-gifu.ed.jp


